
令和５年度シラバス（地理歴史）     学番７ 新潟県立新潟北高等学校 

教科(科目) 地理歴史（歴史総合） 単位数 2 単位 学年(コース) 2 学年 

使用教科書 わたしたちの歴史 日本から世界へ （山川出版社） 

副 教 材 等 なし 

１ 学習目標 

①近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え、現代的な諸課題の

形成に関わる近現代の歴史を理解するとともに、諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる

技能を身に付けるようにする。 

②近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義、特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつな

がりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入

れて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。 

③近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究、解決しようとする

態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の歴史に対

する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。 

２ 指導の重点 

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、世界とその中における日本を広く相互的な視野から捉え、資料を活用し

ながら歴史の学び方を習得し、現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を考察、構想する学習を通じて、広い視野

に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家および社会の有為な形成者に必要な公民とし

ての資質・能力を育成することを目指す。 

３ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

近現代の歴史について、世界と日本を広く

相互的な視野から捉え、現代的な諸課題の

形成に関わる近現代の歴史を理解するこ

とや、諸資料から歴史に関する様々な情報

を適切かつ効果的に調べまとめる技能を

身に付けようとしている。 

近現代の歴史の変化に関わる事象について、

概念などを活用して多面的・多角的に考察す

ることや、歴史に見られる課題を把握し解決

を視野に入れて構想したりする力や、考察、構

想したことを効果的に説明したり、議論する

力を身に付けようとしている。 

近現代の歴史について、課題を主体的に

追究、解決しようとする態度や、多面的・

多角的な考察や深い理解を通して涵養さ

れる日本国民としての自覚を持つこと

や、他国文化を尊重することの大切さに

ついての自覚などを身に付けようとして

いる。 

４ 評価規準と評価方法 

 評価は次の観点から行います｡ 

 知識・技能 a 思考･判断･表現 b 主体的に学習に取り組む態度 c 

評
価
の
観
点 

近現代の歴史の変化に関わる諸事象に

ついて、世界とその中の日本を広く相互

的な視野から捉え、現代的な諸課題の形

成に関わる近現代の歴史を理解すると

ともに、諸資料から歴史に関する様々な

情報を適切かつ効果的に調べまとめる

技能を身に付けている。 

近現代の歴史の変化に関わる事象の意

味や意義、特色などを、概念などを活用

して多面的・多角的に考察したり、歴史

に見られる課題を把握し解決を視野に

入れて構想したりする力や、考察、構想

したことを効果的に説明したり、それら

を基に議論したりする力を身に付けて

いる。 

近現代の歴史の変化に関わる諸事象につ

いて、よりよい社会の実現を視野に課題を

主体的に追究、解決しようとする態度や、

多面的・多角的な考察や深い理解を通して

涵養される日本国民としての自覚、我が国

の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を

尊重することの大切さについての自覚な

どを身に付けている。 

評
価
方
法 

以上の観点を踏まえ、 

定期考査、課題プリント、提出物の取

り組や提出状況、授業中の態度や取り

組み状況などから評価する。 

以上の観点を踏まえ、 

定期考査、課題プリント、提出物の取り

組や提出状況、授業中の態度や取り組み

状況などから評価する。 

以上の観点を踏まえ、 

課題プリント、提出物の取り組や提出状

況、授業中の態度や取り組み状況などから

評価する。 



５ 学習計画                              

月 単元名 授業時数と

領域 

教材名 学習活動(指導内容) 評価の

観点 

評価方法 

４ 歴史の扉 

1. 歴 史 と

私たち 

2. 歴 史 と

資料 

2 時間 

B 書くこと 

C 読むこと 

学校の歴史 諸資料を活用し、課題を追及し解決す

る活動を主体的に取り組む。 

b c 授業態度 

ノート 

学 校 給 食 の 歴

史 

第１部 

近 代 化 と

私たち 

1 時間 

A 話 す こ

と、聞くこ

と 

B 書くこと 

C 読むこと 

近 代 化 へ の 問

い 

交通と貿易、産業と人口、権利意識と

政治参加や国民の義務、学校教育、労

働と家族、移民などに関する資料か

ら、情報を読み取ったりまとめたり

し、近代化に伴う生活や社会の変容に

ついて多面的・多角的に考察し、問い

を表現する。 

a b c 定期考査 

授業態度 

ノート 

プリント 

21 時間 

A 話 す こ

と、聞くこ

と 

B 書くこと 

C 読むこと 

1. 18 世紀の世

界とアジア 

18 世紀のアジア諸国の経済が欧米諸

国に与えた影響などに着目して、18 世

紀のアジア諸国における経済活動の

特徴、アジア各地域間の関係、アジア

諸国と欧米諸国との関係などを多面

的・多角的に考察し、表現することを

通して、18 世紀のアジアの経済と社会

を理解する。 

2. 産業革命 イギリスで起こった産業革命の内容

と、その後の変化について理解する。 

3. アヘン戦争

と日本 

イギリスを中心とする世界市場が形

成された過程と、世界の諸地域の変容

について理解する。 

５ 4. 日本の開国 19 世紀の東アジアと日本が、どのよう

な変化をとげたのかについて考察し

理解する。 

5. 日本の開国

期の国際情勢 

19 世紀のヨーロッパが、アジアでどの

ような経済関係を形成し、経済圏を確

立したのかについて理解する。 

6. 開国後の日

本社会 

開国が日本にどのような変化をもた

らしたのかについて理解する。 

a b c 定期考査 

授業態度 

ノート 

プリント 

7. 市民革命と

国民統合 

市民革命はどのような社会の仕組み

を生み出し、国民統合をすすめたかに

ついて理解する。 

8. 明治維新 明治維新は、どのような国際環境の中

で起き、日本社会をどのように変えた

のかについて理解する。 

６ 9. 富国強兵と

文明開化 

明治維新後の日本が経済的、社会的、

文化的にどのように変化したのかを

理解する。 

10.日本の明治

初期の外交 

欧米列強が世界を分割し、植民地化し

ていく中で、日本はどのような外交を

展開したのかを理解する。 



11.大日本帝国

憲法の制定 

日本の近代化と国民国家形成の過程

を理解する。 

12.日本の産業

革 命 と 日 清 戦

争 

日本が近代化を進める中で、産業革命

と対外侵出がどのように関わってい

くのかを理解する。 

13. 帝国主義 帝国主義とは何かを理解する。また、

帝国主義国の植民地獲得競争がどの

ように繰り広げられたのかについて

理解する。 

７ 14.日露戦争と

韓国併合 

日本が産業革命の推進する中で、朝鮮

半島、さらに中国大陸と侵略していく

過程を理解する。 

第２部 

国 際 秩 序

の 変 化 や

大 衆 化 と

私たち 

25 時間 

A 話 す こ

と、聞くこ

と 

B 書くこと 

C 読むこと 

1. 大衆運動の

芽生え 

大衆化とは何か、また、大衆化によっ

て人々の生活がどのように変化した

のかを理解する。 

a b c 定期考査 

授業態度 

ノート 

プリント 2. 第一次世界

大戦 

第一次世界大戦の推移と戦後の世界

に与えた影響などに着目して、第一次

世界大戦の性格と惨禍、国際協調体制

の特徴などを多面的・多角的に考察す

ることを通して、総力戦と第一次世界

大戦後の国際協調体制を理解する 

3. 第一次世界

大戦と日本 

第一次世界大戦への日本の参戦の背

景と影響などに着目して、日本とアジ

アおよび太平洋地域の関係などを多

面的・多角的に考察し理解する。 

4. ロシア革命

とその影響 

ロシア革命の発生と、ソヴィエト連邦

の成立、社会主義運動の拡大過程につ

いて理解する 

８ 

９ 

5. 社会運動の

広がり 

第一次世界大戦前後の社会の変化な

どに着目して、戦後の社会の変容と社

会運動との関連などを多面的・多角的

に考察し、表現することを通して、大

衆社会の形成と社会運動の広がりを

理解する。 

6. 国際協調 第一次世界大戦後の国際協調体制に

ついて理解する。 

7. アジアの民

族運動 

アジアの経済成長と民族運動の高揚

について、それぞれの地域の結び付き

を理解する。 

8. 大量生産・

大量消費社会 

1920 年代アメリカにおいて大量生産・

大量消費社会が発展したことについ

ての考察と理解を深める。 

9. 世界恐慌 世界恐慌の発生した原因とそれに対

する各国の対応について、多面的・多

角的に考察し、理解する。 

10.独裁勢力の

台頭 

ブロック経済体制の包囲網により深

刻な不況から抜け出せないドイツや

日本において、軍事独裁体制が成立し

ていく過程を考察し、理解する。 



10 11.日本のアジ

ア侵出 

日中戦争やファシズムの膨張による

世界の危機について理解する。 

a b c 定期考査 

授業態度 

ノート 

プリント 

12.第二次世界

大戦 

第二次世界大戦の勃発とその拡大に

ついて理解する。 

13.第二次世界

大戦と日本 

第二次世界大戦と日中戦争との結び

付きについて理解する。 

14.第二次世界

大戦の終結 

ヨーロッパ戦線、アジア戦線の推移

と、大戦の終結について理解する。 

15.戦後国際秩

序 

第二次世界大戦の終結と戦後の国際

秩序の形成について理解する。 

11 16.冷戦の始ま

り 

米ソの対立と冷戦の展開について理

解する。 

17.日本の戦後

改 革 と 日 本 国

憲法 

連合国による日本の占領政策と日本

の戦後改革、日本国憲法の制定につい

て理解する。 

18.日本の独立 冷戦の展開と日本の主権回復につい

て理解する。 

第３部 

グ ロ ー バ

ル 化 と 私

たち 

21 時間 

A 話 す こ

と、聞くこ

と 

B 書くこと 

C 読むこと 

1. 第三世界の

登場 

冷戦の拡大と第三勢力の台頭につい

て理解する。 

2. 冷戦の固定

化と「雪解け」 

冷戦下の核開発競争と宇宙開発競争、

および核兵器管理への方針転換につ

いて理解する。 

12 3. 冷戦の展開 冷戦下の世界経済や地域連携の特徴、

経済成長による生活や社会の変容を

多面的・多角的に考察し理解する。 

a b c 定期考査 

授業態度 

ノート 

プリント 4. 55 年体制と

安保闘争 

冷戦下における日本の国内外の政治

状況や日米安保体制について考察し

理解する。 

5. 高度経済成

長の光と影 

世界経済の拡大と経済成長下の日本

の社会を理解する。 

6. ベトナム戦

争とアメリカ 

ベトナム戦争と冷戦構造の変容につ

いて理解する。 

7. 経済構造の

変化 

ブレトン・ウッズ体制の崩壊や石油危

機後の、日本や諸外国の経済の変容に

ついて理解する。 

１ 8. 日本の経済

大国化 

欧米先進国と日本の経済成長とそれ

に伴う社会の変容について理解する。 

9. アジアの経

済成長 

東アジア・東南アジア諸国・地域の経

済発展について理解する。 

10.社会主義の

停 滞 と 新 自 由

主義 

情報技術産業の急速な成長と、石油危

機後の世界経済の発展によって、欧米

の政治状況下にどのように新自由主

義が台頭したかを考察し理解する。 

   11.冷戦の終結 冷戦の終結と米ソの関係、国際的な政

治状況などについて考察し理解する。 

  

２ 

３ 

12.冷戦後の地

域紛争 

冷戦終結による地域紛争の拡散など

に着目し、冷戦後の国際政治を多面

的・多角的に考察し理解する。 

b c 授業態度 

ノート 



13.地域統合 冷戦終結後に進んだグローバル化と

地域統合について理解する。 

14.現代世界の

諸課題 

現代的な諸課題に関する主題を設定

し、事象の背景や原因、結果や影響な

どに着目して、多面的・多角的に考察

し理解する。 

15.日本の諸課

題 

グローバル化や地域統合、新自由主義

と民主主義、地球温暖化と持続可能性

など世界における諸課題と日本が抱

えている問題点について理解する。 

計 70 時間（50 分授業） 

６ 課題･提出物等 

単元ごとのプリント学習、月１回の授業ノート提出などで定期考査でははかれない個々の取り組み・態度など評価する。 

７ 担当者からの一言 

「歴史総合」は、従来の科目である「世界史Ａ・Ｂ」「日本史Ａ・Ｂ」「地理Ａ・Ｂ」の反省点を踏まえ、時間認識と空間

認識をバランスよく総合する人材育成を目指し、社会で求められる資質・能力を全ての生徒に育むという観点から、「地

理総合」とともに必履修科目として誕生した。２年次の「歴史総合」の授業では、１年次の「地理総合」との相互補完的

な役割を認識するとともに、３年次に選択履修する「世界史探究」「日本史探究」へと発展的につなげていきたい。 

 


